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User Supportware 2 CD-ROM内のソフトウェアをパソコンにインストールし
てください。
本書は、添付のUser Supportware 2 CD-ROMに収録しているソフトウェア
を使用するための LANの設定について説明しています。
各ソフトウェアの操作方法については、User Supportware 2 CD-ROM内の
「基本操作ガイド」（PDF）をご覧ください。
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はじめに

はじめに
このたびは、NEC ミラー投写型プロジェクターWT615J／WT610J（以降「WT615J
／ WT610J」を「本機」または「プロジェクター」と呼びます）をお買い上げいただき
誠にありがとうございます。
本機は、効果的なプレゼンテーションを行っていただけるように、次のような装備を持っ
ています。

• USBポート（タイプA/タイプB）、PCカードスロット（TYPE II）を標準装備*1

• 市販のフラッシュメモリカードや市販のUSBメモリ内の画像を表示するビューワ搭載
• 無線LANカードを標準添付
*1 本機のPCカードスロットには、市販のフラッシュメモリカード、市販の有線 LANカード、および添付の無

線 LANカード（NWL-100E）などが使用できます。

また、これらの装備を有効に活用していただけるように、５つのソフトウェアを収録した
User Supportware 2 CD-ROM を標準添付しています。User Supportware 2 CD-
ROMに収録しているソフトウェアは次の通りです。
各ソフトウェアは、Windows XPおよびWindows 2000において動作します。
User Supportware 2 CD-ROMからパソコンへインストールしてお使いください。

• Image Express Utility 2.0
• Desktop Control Utility 1.0
• Ulead Photo Explorer 8.0 SE Basic
• Viewer PPT Converter 3.0
• PC Control Utility 3.0

本書は、これらのソフトウェアを使うための LANの設定方法について説明しています。ソ
フトウェアの操作方法は、User Supportware 2 CD-ROMに収録している「基本操作ガ
イド」および各ソフトウェアのヘルプをご覧ください。
パソコン側のネットワーク設定については、パソコンまたはネットワーク用の周辺機器の
取扱説明書をご覧ください。
パソコン側の無線 LANカードは、Wi-Fi 規格のものを使用してください。

ご注意
（1）本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
（2）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載

もれなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。
（4）本機の使用を理由とする損害、逸失利益等の請求につきましては、当社では（3）項に

かかわらず、いかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。
（5）乱丁、落丁はお取り替えいたします。
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無線 LANカード使用上のご注意

本機で無線 LANカードを使用する際は、次の点にご注意ください。

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしていま
す。その表示と意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

• 無線LANカードは、医療機器、原子力設備／機器、航空宇宙機器、輸送設備／機器など人命
に関する設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれ
らに組み込んでの使用は意図されていませんので、使用しないでください。

• 心臓ペースメーカーを使用している人の近くで無線LANカードを使用しないでください。
• 医療機器の近くで無線LANカードを使用しないでください。医療機器に電磁障害をおよぼし
生命の危険があります。

• 無線LANカードを分解したり改造したりしないでください。火災や感電の原因となります。
• 風呂場や加湿器のそばなどの水分や湿気の多い場所に置いたり使用したりしないでくださ
い。火災、感電、故障の原因となります。

絵表示について

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡や大
けがをするなど人身事故の原因となります。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人がけがをし
たり周囲の家財に損害をあたえたりすることがあります。
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● 添付の無線 LAN カード（以降「本カード」と省略します）は、電波法に基づく小電力
データ通信システムの無線局の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。し
たがって、本カードを使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、本カード
は、日本国内でのみ使用できます。

● 本カードは、技術基準適合証明を受けていますので、以下の事項を行うと法律で罰せら
れることがあります。
• 分解／改造すること。
• 本カードに貼ってある証明ラベルをはがすこと。

● IEEE802.11b、IEEE802.11g 通信利用時は、2.4GHz 帯の電波を使用しており、こ
の周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工場
の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特
定小電力無線局、アマチュア無線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。
• 本カードを使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してくだ
さい。

• 万一、本カードと「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合は、速やかに本カード
の使用チャンネルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の
発射を停止）してください。

• その他、電波干渉の事例が発生し、お困りのことが起きた場合には、NECプロジェクター・
カスタマサポートセンターにお問い合わせください。

● IEEE802.11b、IEEE802.11g通信利用時は、2.4GHz 全帯域を使用する無線設備で
あり、移動体識別装置の帯域が回避可能です。変調方式としてDS-SS方式および、OF-
DM方式を採用しており、与干渉距離は40mです。

2.4 ： 2.4GHz 帯を使用する無線設備を示す。
DS-OF ： DS-SS方式及びOF-DM方式を示す。
4 ： 想定される与干渉距離が 40m 以下であ

ることを示す。
： 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の
帯域を回避可能であることを意味する。

電波に関する注意
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無線 LAN では、LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線ア
クセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN接続
が可能であるという利点があります。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セ
キュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があり
ます。

• 通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、

IDやパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報
メールの内容

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。
• 不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）

などの行為をされてしまう可能性があります。

本来、無線 LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ
リティの仕組みを持っていますので、無線 LAN製品のセキュリティに関する設定を行って
製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。
セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身の
判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めしま
す。

無線 LAN製品ご使用前におけるセキュリティに関する注意
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無線 LANカードの仕様
形名 NWL-100E
動作電源電圧 3.3V
消費電流（最大） 送信時：615ｍＡ（Max）

受信時：395ｍＡ（Max）
規格 IEEE802.11、IEEE802.11b、IEEE802.11g

ARIB STD-T66
伝送方式 直交周波数分割多重（OFDM方式）

直接スペクトラム拡散方式（DS-SS方式）
変調方式 CCK/DQPSK/DBPSK/OFDM
無線通信速度 11b：11/5.5/2/1（Mbps）

11g：54/48/36/24/18/12/9/6（Mbps）
送信周波数範囲 2412～2472MHz（中心周波数）
チャンネル 1ch～ 13ch
外形寸法 54（幅）×5（高さ）×88（奥行）mm
質量 33g
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1. User Supportware 2 でできること

Image Express Utility 2.0 は、ネットワークを利用して、ケーブルレスでパソコンの画
面をプロジェクターへ送信するソフトウェアです。

●独自圧縮方式による高速、高品位な画像送信
独自圧縮方式の採用により、ほとんど画質を劣化させることなくパソコンの画面をコン
パクトに圧縮します。それにより、ネットワークを経由して、高速にプロジェクターへ
送信することができます。

●複数のプロジェクターで同時投写が可能
１台のパソコンから、１台のプロジェクターへ画像を送信するだけでなく、複数のプロ
ジェクターへ同時に送信し投写することができます。

●簡単な設定で、無線 LAN接続を行う「かんたん接続」機能
「かんたん接続」機能 *1 を使用すると、複雑な無線 LAN の設定を簡略化することがで
きます。
*1 OSがWindows XP で「コンピュータの管理者」権限の場合に使用できます。通信モードは「802.11アド
ホック」に設定されます。
Windows 2000で使用する場合は「かんたん接続」機能は使用できません。

1-1. Image Express Utility 2.0

UNLOCKMIRROR
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LOCK

UNLOCKMIRROR
LOCK
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●プロジェクターで投写した画像を、パソコンへ送信／保存可能
「ミーティングモード」を使用すると、プロジェクターで投写した画像を参加者のパソコ
ンへも送信できます。また、受信した画像は、メモ（テキストデータ）を付けて自分の
パソコンに保存できます。

●発表者の交代もワンクリックでＯＫ
発表者を交代する場合でも、会議の参加者はボタンをクリックするだけで発表者の交代
ができます。

●プロジェクターで投写するパソコン（発表者）を１台のパソコン（管理者）で
集中管理可能
「発表者指定モード」を使用すると、１台のパソコン（管理者）からプロジェクターで投
写するパソコン（発表者と参加者）を管理できます。プロジェクターで投写するパソコ
ン（発表者）の切り替えや、プロジェクターとの通信の一時停止などの操作が行えます。

UNLOCKMIRROR
LOCK

UNLOCKMIRROR
LOCK

注意

「発表者指定モード」は、Image Express Utility 2.0 をインストールする際に、イ
ンストールタイプ「標準」を選択した場合にはインストールされません。
「発表者指定モード」を使用する場合は、Image Express Utility 2.0 をインストー
ルする途中に表示されるインストール選択画面で「拡張」を選択し、「発表者指定
モード（参加者）」または「発表者指定モード（管理者）」を追加してしてインストー
ルください。
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Desktop Control Utility 1.0 は、ネットワークを利用して、離れた場所にあるパソコン
のデスクトップ画面をプロジェクターから操作するソフトウェアです。

●市販のUSBマウスをプロジェクターに接続して操作します。

●例えば、会議で発表するPowerPoint ファイルを事務所にあるパソコンに保存してある
とします。そこで会議の際に、事務所にあるパソコンと会議室にある本機が LAN で接
続されていれば、本機を操作することによって、事務所にあるパソコン（Windows
2000/XP）のデスクトップ画面を投写し、会議で発表するPowerPoint ファイルを表
示することができます。つまり、事務所にあるパソコンを会議室へ持ち込む必要があり
ません。

1-2. Desktop Control Utility 1.0

UNLOCKMIRROR
LOCK

重要

• Desktop Control Utility 1.0 では、離れた場所にあるパソコンをネットワーク経由
で操作します。そのため、無断で第三者にパソコンの画面（重要な資料）を見られた
り、ファイルをコピーされたり、パソコンの電源を切られたりしないように十分注意
してください。
当社は、Desktop Control Utility 1.0 使用中の機密漏洩、システム障害等に対して、
いかなる責任も負いかねます。

• Windows の［コントロールパネル］→［電源オプション］の設定で、［システムスタ
ンバイ（T）］を「なし」に設定してください。Desktop Control Utility 1.0 を使用
中に、パソコンがスタンバイ状態になると、LANが切断されます。

• Desktop Control Utility 1.0 が起動中は、スクリーンセーバ機能がオフになります。
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Ulead Photo Explorer 8.0 SE Basic（以降、本書では「Ulead Photo Explorer 8.0」
と省略します）は、ユーリードシステムズ株式会社が開発したマルチメディア画像ファイ
ル管理ツールです。画像ファイル管理機能以外にも、デジタルカメラやスキャナなどから
画像を取り込み、画像加工や画質補正ができます。また、スライドショーやスクリーンセー
バも簡単に作成できます。

●User Supportware 2 CD-ROM に収録しているUlead Photo Explorer 8.0 は、本
来のソフトウェアで使用できる機能に加え、当社製のプロジェクターと接続すると、よ
り便利にプロジェクターを利用できる機能を追加しています。
追加された機能は、次の通りです。
各機能についての詳細は、Ulead Photo Explorer 8.0 のヘルプをご覧ください。

• イメージ送信
画像をプロジェクターへ送信します。

• PowerPoint ファイル変換 
PowerPoint ファイルを画像ファイルに変換します。

• ロゴ送信
画像ファイルをプロジェクターのロゴデータとして登録します。

• キャプチャ
パソコンの画面を画像ファイルとして保存します。

• スライドショー開始
スライドショーの画像をプロジェクターへ送信し、プロジェクターでスライド
ショーを実行します。

• ビューワ出力
スライドショーをプロジェクターのビューワ機能で再生できるインデックスファイ
ルに変換して出力します。

• 通信設定（接続先選択）
プロジェクターと接続するための通信設定を行います。

●パソコンとプロジェクターとの接続手段には、有線 LAN、無線 LAN、シリアルケーブ
ルがあります。

1-3. Ulead Photo Explorer 8.0 SE Basic
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Viewer PPT Converter 3.0 は、PowerPoint 95/97/2000/2002/2003 で作成し
たファイルを、プロジェクターのビューワ機能で再生できるインデックスファイルに変換
するソフトウェアです。

●変換するときに、インデックスファイルの保存先としてフラッシュメモリカードまたは
USBメモリを指定します。インデックスファイルを保存したあとは、プレゼンテーショ
ンの際、プロジェクターにフラッシュメモリカードや USB メモリを差し込むだけで簡
単にプレゼンテーションが行えます（プロジェクターのビューワ機能）。

●お使いのパソコンに PowerPoint 2000/2002/2003 がインストールされている場
合、PowerPoint から Viewer PPT Converter 3.0 を起動することもできます
（PowerPoint に自動的にアドイン登録されます）。

PC Control Utility 3.0 は、パソコンとプロジェクターを LAN（有線／無線）やシリア
ルケーブルで接続しているときに、パソコンからプロジェクターを操作するソフトウェア
です。

●パソコンからプロジェクターに対して次のような操作が行えます。
各機能についての詳細は、PC Control Utility 3.0 のヘルプをご覧ください。

• 電源のオン／オフ
• 入力信号切替
• ミュート（音声／映像を一時的に消す）
• フリーズ（静止画にする）
• ロゴ画像送信

1-4. Viewer PPT Converter 3.0

1-5. PC Control Utility 3.0
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2

2. 動作環境

User Supportware 2 は、次の NEC 製プロジェクターに対応しています（2005 年 1
月現在）。

LTシリーズ LT265J / LT245J
WTシリーズ WT615J / WT610J

PC Control Utility 3.0 は、上記以外のプロジェクターに対しても使用できます。詳
しくはPC Control Utility 3.0 のヘルプをご覧ください。

2-1. 対応プロジェクター

参考
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ここでは、Image Express Utility 2.0 の動作環境について記載します。その他のソフト
ウェアについては、各ソフトウェアのヘルプをご覧ください。

対応OS Windows 2000 Professional
Windows XP HomeEdition
Windows XP Professional
Windows XP Tablet PC Edition
※Windowsの省電力機能には対応していません。

対応機種 IBM PC/AT互換機
CD-ROMドライブ必須（インストール時に使用）

CPU 送信側パソコン
Pentium MMXプロセッサ以上必須
Pentium 800メガヘルツ以上推奨

受信側パソコン
Pentium III 800メガヘルツ以上必須
Pentium III 1.2 ギガヘルツ以上推奨

メモリ Windows XP
128メガバイト以上必須（192メガバイト以上推奨）

※同時に実行するアプリケーションによっては、さらにメモリが必
要になる場合があります。

Windows 2000
64 メガバイト以上必須（128 メガバイト以上推奨）

※同時に実行するアプリケーションによっては、さらにメモリが必
要になる場合があります。

ネットワーク環境 TCP/IP をサポートした LANまたは無線 LAN環境必須
解像度 1024ドット×768ラインを推奨
画面の色 High Color(15ビット、16ビット )

True Color(24ビット、32ビット )
※256色以下には対応していません。

• 本機の無線LANの設定で[通信モード]を「802.11アドホック」に設定した場合は、
IEEE802.11b 動作（最大速度11Mbps）となります。

• 本機で使用可能な有線 LAN カードについては、NEC プロジェクター・カスタマサ
ポートセンターにお問い合わせください。

2-2. 動作環境

参考
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3. LANカードを取り付ける
LANカードは、本機の背面にあるPCカードスロットに挿入します。

■ PCカードスロットへのセット

本機の主電源スイッチを「○（切）」にする。

ラベル面を上にして水平にゆっくりと差し込む。
完全に差し込まれると、PCカード取り出しボタンが少し手前に出てきます。

重要

• LANカードには表と裏があり、PCカードスロットに挿入する向きが決まっています。
逆に挿入しようとしてもできないようになっていますが、無理に押し込もうとすると
本体内のピンが折れて、PC カードスロットが壊れてしまいます。必ずラベル面を上
に向けて挿入してください。

• 静電気による破損を防ぐため、LANカードに触れる前に、身近な金属（ドアノブやア
ルミサッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除いてください。 

1

2

POW
ER

ENT
ER

MEN
U

SOU
RCE

FOC
US

PC 
CAR
D

EXI
T

STA
TUS

LAM
P

   
 ON
/

S TA
N D  
B Y

AUT
O

A D J
U S T

3D
R E F
O R
M

SEL
ECT

PC CARD

AUDIO IN

L/M ONO

R VIDEO IN S-VIDEO IN

DVI-I IN

COMPUTER IN

MONITOR OUT

DVI-I
RGB

AUDIO IN

USB

AUDIO OUT

PCCONTROL

REMOTEIN

注意

挿入しづらい場合は、無理に押し込まないでください。
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■ PCカードスロットからの取り出し

本機の主電源スイッチを「○（切）」にする。

PCカード取り出しボタンをゆっくりと押す。
セットしているカードが少し手前に出てきます。

カードをゆっくりと引き出す。

1

2

POW
ER
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M
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PC CARD

AUDIO IN

L/M ONO

R VIDEO IN S-VIDEO IN

DVI-I IN

COMPUTER IN

MONITOR OUT

DVI-I
RGB

AUDIO IN

USB

AUDIO OUT

PCCONTROL

REMOTEIN

3
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4. プロジェクター側の LANの設定を行う

準備：
プロジェクター本体の電源を入れて、スクリーンに投写してください。
映像信号が選択されていなくても構いません。

プロジェクター本体の電源の入／切、および操作ボタンやリモコンの操作については、
「スタートアップガイド」や「補足説明書」をご覧ください。

ボタンを押す。
オンスクリーンメニューが表示されます。

ボタンを押して、［セットアップ］にカーソルを合わせる。

ボタンを押す。
カーソルが［ベーシック］に移動します。

ボタンを押して、［設置］にカーソルを合わせる。

参考

4-1. オンスクリーンメニュー（LANモード）を表示する

1

カーソル

2

3

4
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ボタンを押して［LANモード］にカーソルを合わせ、 ボタ
ンを押す。
LANモードの設定画面が表示されます。

5

･ 有線 LANの設定を行う場合

「4-2. 有線 LANの場合」（ 17ページ）へ進んでください。

･ 無線 LANの設定を行う場合

「4-3. 無線 LANの場合」（ 21ページ）へ進んでください。
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オンスクリーンメニューの［LANモード］の［プロファイル］ページで行います。

■ 設定の流れ

4-2. 有線 LANの場合

Step1 ［LANモード］の［プロファイル］ページの表示

Step2 ［プロファイル］の選択

Step3 ［DHCP］の有効／無効の設定　

   「無効（チェックマークなし）」の場合

Step4 ［IPアドレス］の入力

Step5 ［サブネットマスク］の入力

Step6 ［ゲートウェイ］の入力

Step7 ［DNS設定］の入力

Step8 ネットワークに再接続する

Step9 設定を確定する

「有効（チェックマーク付き）」の場合
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■ 有線 LANの設定を行う

［プロファイル］を選択する。
本機の LANの設定を「プロファイル１」、「プロファイル２」の２通り、本体のメモリに記憶
できます。

①［プロファイル］欄にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

② ボタンを押して、「プロファイル１」または「プロファイル２」にカー

ソルを合わせ、 ボタンを押す。

•「かんたん接続」は、無線 LANを使用する際に有効な項目です（ 22ページ）。

［DHCP］を設定する。
本機を接続するネットワークがDHCPサーバによって IP アドレスを自動的に割り当てる場
合、チェックマークを付けます。

①［DHCP］欄にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

チェックマークが付きます。

• チェックマークを外す場合は、もう一度 ボタンを押します。
•［DHCP］にチェックマークを付けた場合は、［再接続］にカーソルを合わせ、 ボ
タンを押します。［DNS設定］欄には、必要に応じて入力してください。

•［DHCP］にチェックマークを付けない場合は、［IP アドレス］、［サブネットマスク］、
［ゲートウェイ］、［DNS 設定］の各項目を必要に応じて入力してください。項目の設定
が終わったら、［再接続］にカーソルを合わせ、 ボタンを押します。

1

2
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［IP アドレス］を入力する。
［DHCP］にチェックマークを付けない場合、接続するネットワーク管理者から本機用に割り
当てられた IPアドレスを入力します。

①［IPアドレス］欄にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

文字入力画面が表示されます。

②  ボタンを押して入力する数字にカーソルを合わせ、 ボタ
ンを押す。
文字が入力されます。

③ 手順②を繰り返して、IPアドレスを入力する。
文字入力画面の文字以外の項目は、次のような働きをします。

［SP］･･････ スペースを入力します。

［BS］･･････［IP アドレス］欄の文字挿入位置の左側にある１文字を消します。

[ ][ ] ････［IP アドレス］欄の文字挿入位置を左右に移動します。

［確定］･････ 入力した文字を確定して、文字入力画面を閉じます。

［取消］･････ 入力した文字を取り消して、文字入力画面を閉じます。

［サブネットマスク］を入力する。
［DHCP］にチェックマークを付けない場合、本機を接続するネットワークのサブネットマス
クを入力します。
入力の方法は、［IPアドレス］欄と同様です。

［ゲートウェイ］を入力する。
［DHCP］にチェックマークを付けない場合、本機を接続するネットワークのデフォルトゲー
トウェイを入力します。
入力の方法は、［IPアドレス］欄と同様です。

［DNS設定］を入力する。
本機を接続するネットワークのDNSサーバの IP アドレスを設定します。
入力の方法は、［IPアドレス］欄と同様です。

3

4

5

6
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ネットワークに再接続する。

① すべての設定が終わったら、［再接続］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

設定を確定する。

①［確定］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。
設定内容がプロジェクター本体内のメモリに記憶されます。

7

8
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オンスクリーンメニューの [LANモード ]の [ プロファイル ]ページで行います。

■ 設定の流れ

4-3. 無線 LANの場合

「有効（チェックマーク付き）」の場合

6-1.［通信モード］の設定

［サイトサーベイ］でSSIDを選択

［SSID］の入力（必要な場合）

［通信モード］の選択（必要な場合）

6-2.［WEP］の設定

［WEP］のビット数の選択

［キーインデックス］の選択

［キー１～キー４］の設定

Step7 ［詳細設定]を確定する

Step8 ネットワークに再接続する

Step9 設定を確定する

Step1 ［LANモード］の［プロファイル］ページの表示

Step2 ［プロファイル］の選択

Step3 ［DHCP］の有効／無効の設定　

   「無効（チェックマークなし）」の場合

Step4 ［IPアドレス］の入力

      ［サブネットマスク］の入力

      ［ゲートウェイ］の入力

Step5 ［DNS設定］の入力

Step6 ［詳細設定］の設定

「かんたん接続」を選択した場合

nw_guide_j_0808.book  21 ページ  ２００７年３月１４日　水曜日　午後２時４３分



4. プロジェクター側の LANの設定を行う

22

■ 無線 LANの設定を行う

［プロファイル］を選択する。

①［プロファイル］欄にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

② ボタンを押して、「プロファイル１」にカーソルを合わせ、
ボタンを押す。

• 本機の LANの設定を「プロファイル１」、「プロファイル２」の２通り、本体のメモリに記憶
できます。

•「かんたん接続」は、User Supportware 2 CD-ROM に収録している Image Express
Utility 2.0 を起動しているパソコンと、簡単に無線 LANの接続が行えるモードです。
「かんたん接続」は、Image Express Utility 2.0 以外のソフトウエアには対応していませ
んので注意してください。

•「かんたん接続」を選択すると、IP アドレスやサブネットマスクなどの設定を省略できます。
「かんたん接続」を使用する場合、パソコン側の OS は Windows XP（「コンピュータの管
理者」権限） にしてください。Windows 2000では「かんたん接続」は使用できません。
また、通信モードは「802.11 アドホック」になります。

［DHCP］を設定する。

「4-2. 有線 LANの場合」の操作と同様です（ 18ページ）。

［IPアドレス］、［サブネットマスク］、［ゲートウェイ］、「DNS設定」を入力する。

「4-2. 有線 LANの場合」の操作と同様です。（ 19ページ）

【設定例1】

1

2

3
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［詳細設定］に切り替える。
無線 LAN特有の［通信モード］と「WEP」（セキュリティ）を設定します。

①［プロファイル］ページで［詳細設定］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

［詳細設定］画面に切り替わります。

4
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［サイトサーベイ］でSSIDを選択する（必要な場合）。
その場所で接続可能な無線 LANのSSID のリストを表示し、リストの中から接続するSSID
を選択します。リストの中からSSID を選択すると、［SSID］欄と［通信モード］欄も自動
的に設定されます。

①［サイトサーベイ］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

SSID の検索が始まります。
SSID の検索が終了すると、SSID のリストが表示されます。

アイコンについて
　　 ･･････････ アクセスポイント　　　 ････････パソコン（アドホック）

　　 ････････ WEP設定あり

② ボタンで、接続するSSIDにカーソルを合わせ、 ボタン
を押して［確定］にカーソルを移動し、 ボタンを押す。

接続したいSSID がリストに表示されていない場合は、 ボタンを押します。

［SSID］を入力／修正する（必要な場合）。
［サイトサーベイ］で選択したSSID が自動的に入ります。
また、［SSID］欄にカーソルを合わせ ボタンを押すと、文字入力画面が表示され、
文字の入力／修正が行えます。
本機の工場出荷状態は、「NECPJ」と設定されています。

5

注意

WEPが設定されているSSID と接続するには、同一の設定をプロジェクター側
にも行う必要があります（ 25ページ）。

6
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［通信モード］を選択する（必要な場合）。
［サイトサーベイ］で選択したSSID の通信モードが自動的に入ります。
［通信モード］欄にカーソルを合わせ ボタンを押すと、設定を変更することが
できます。
•「インフラストラクチャ」･･･ アクセスポイントを経由して、有線 LANや無線 LANで接続さ

れている複数の機器と通信を行うときに選択します。

•「802.11アドホック」･････通信手段として無線LANのみを使って、プロジェクターとパソコ
ンをピアツーピア（peer to peer）で通信する際に選択します。

「通信モード：インフラストラクチャ」の接続例　　　「通信モード：802.11アドホック」の接続例

【設定例2】

［WEP］ページに切り替える（必要な場合）。
WEPを設定しない場合は、手順 に進みます。

①［通信モード］にカーソルを合わせ、 ボタンを押して［WEP］にカーソル
を移動する。

［WEP］画面に切り替わります。

7

8

12
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［WEP］を選択する。
WEP（暗号化）をするかしないかを選択します。
暗号化する場合は、暗号キーを設定します。
• 無効 ････････ WEP（暗号化）を行いません。他人から通信内容を傍受されるおそれがあり

ます。
• 64bit･･･････ 秘密鍵に64bit 長のデータを使います。
• 128bit ･････ 秘密鍵に128bit 長のデータを使います。
• 152bit ･････ 秘密鍵に152bit 長のデータを使います。
64bit ＜ 128bit ＜ 152bit というように bit 数が大きくなるにつれセキュリティが強化さ
れます。

［キーインデックス］を選択する。
［WEP］で「64bit」、「128bit」または「152bit」を選択した場合、次の「キー1」～
「キー4」のどの暗号キーを使うかを選択します。

［キー１］～「キー４」を入力する。
［WEP］欄で「64bit」、「128bit」または「152bit」を選択した場合、暗号キーを入力しま
す。
無線 LANで接続するアクセスポイントやパソコンと同一の暗号キーを設定してください。
４種類のキーを入力できます。　

①  暗号キーを入力する項目にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

文字入力画面が表示されます。

109

10

11

選択ビット 英数文字
（ASCII）

16進数
（HEX）

64bit 5 文字 10文字

128bit 13 文字 26文字

152bit 16 文字 32文字
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② ボタンを押して、文字などにカーソルを合わせ、 ボタン
を押す。
文字が入力されます。
• 文字入力画面の文字以外の項目は、次のような働きをします。
• [ ][ ] ････････････････ 英数字入力欄のカーソルを左右に移動します。
•［モード］････････････････ 英大文字、英小文字、特殊文字の切り替えを行います。
•［SP］･･･････････････････ スペースを入力します。
•［BS］･･･････････････････ カーソルの左側にある1文字を消します。
•［確定］･･････････････････ 入力した文字を確定して、文字入力画面を閉じます。
•［取消］･･････････････････ 入力した文字を取り消して、文字入力画面を閉じます。
•［HEX］または［ASCII］･･ 英数文字入力と16進数入力を切り替えます。

•［HEX］と表示されているときは、英数文字（ASCII）
が入力できます。

• 16進数を入力する場合は、［HEX］にカーソルを合わ
せ ボタンを押します。［HEX］表示が
［ASCII］表示に変わり、16 進数が入力できるように
なります。

• 16 進数入力のときは、入力欄の先頭に自動的に「0x
（ゼロエックス）」と表示されます。

③ ボタンを押して、［確定］にカーソルを合わせ、 ボタンを
押す。
入力した文字が確定して、文字入力画面が閉じます。

［詳細設定］を確定する。

①［確定］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

［プロファイル］ページに戻ります。

ネットワークに再接続する。

①［再接続］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

設定を確定する。

①［確定］にカーソルを合わせ、 ボタンを押す。

設定内容がプロジェクター本体内のメモリに記憶されます。

12

13

14
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5. パソコン側の LANの設定を行う
（【例】Windows XPの無線 LAN：アドホック接続方法）

ここでは、設定手順の例として、Windows XP の「ワイヤレスネットワーク設定」を使用し
て、パソコンとプロジェクターを無線 LANのアドホック接続する手順について説明します。

準備：
• お使いのパソコンに、市販の無線 LANカードのドライバをインストールし、無線 LAN
カードのセットアップを完了しておいてください。ドライバのインストール方法は、
無線 LANカードの取扱説明書をご覧ください。

• Windows XPのタスクトレイの表示を確認し、無線LANカード専用のネットワーク接
続ユーティリティが起動している場合は、そのユーティリティを終了してください。

• プロジェクター側の無線 LANの設定を行ってください。設定方法は、「3. LANカード
を取り付ける」（ 13ページ）、「4.プロジェクター側のLANの設定を行う」（ 15
ページ）を参照してください。

Windowsの［スタート］→［コントロールパネル（C）］の順にクリックする。
コントロールパネルウィンドウが表示されます。

［ネットワーク接続］をダブルクリックする。
ネットワーク接続ウィンドウが表示されます。

［ワイヤレスネットワーク接続］アイコンを右クリックし、［プロパティ（R）］をク
リックする。

1

2

23

右クリック2-13-1

クリック3-2
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5. パソコン側の LANの設定を行う（【例】Windows XP の無線 LAN： アドホック接続方法）

5

ワイヤレスネットワーク接続のプロパティウィンドウが表示されます。

［ワイヤレスネットワーク］タブをクリックする。

［Windowsを使ってワイヤレスネットワークの設定を構成する(W)］をクリックし、
チェックマーク（ ）を付ける。

［利用できるネットワーク (N)］のリストの中から、接続するプロジェクターのSSID
を選択（クリック）し、［構成 (C)］をクリックする。
• ここでは、プロジェクターのSSID が「NECPJ」に設定されている場合を例に説明します
（ 25ページ）。リストの中から「NECPJ」を選択（クリック）します。

「NECPJ」の構成ウィンドウが表示されます。

4

5

6

クリック4

クリック6-1
クリック6-2

クリック5
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5. パソコン側の LANの設定を行う（【例】Windows XPの無線 LAN： アドホック接続方法）

［OK］をクリックする。

ワイヤレスネットワーク接続のプロパティウィンドウに戻ります。

［全般］タブをクリックする。

［この接続は次の項目を使用します (O):］のリストの中から、「インターネットプロ
トコル（TCP/IP）」を選択（クリック）し、［プロパティ (R)］をクリックする。

67

78

89

クリック8

クリック9-1

クリック9-2

クリック67
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5. パソコン側の LANの設定を行う（【例】Windows XP の無線 LAN： アドホック接続方法）

5

インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティウィンドウが表示されます。

［次の IP アドレスを使う (S):］をクリックし、［IP アドレス］と［サブネットマス
ク］を入力する。
• 例えば、プロジェクター側の［IP アドレス］と［サブネットマスク］を22ページの【設定
例1】のように設定している場合は、パソコン側は次の画面例のように設定します。

［OK］をクリックする。
ワイヤレスネットワーク接続のプロパティウィンドウに戻ります。

［閉じる］をクリックする。
これで、パソコン（Windows XP）側に、無線 LANのアドホック接続の設定が終わりまし
た。

910

• IP アドレスとサブネットマスクの設定例

プロジェクター側（ 22ページ） パソコン側（下の画面）

IP アドレス 192.168.100.010 192.168.100.20

サブネットマスク 255.255.255.000 255.255.255.0

11

12

クリック9-110-1

入力9-210-2
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6. User Supportware 2 CD-ROM内の説明書について
User Supportwar 2 の各ソフトウェアには、ヘルプファイルがあり、機能や操作方法を
詳しく説明しています。
また、「基本操作ガイド」（PDF）には、各ソフトウェアの基本的な操作手順を丁寧に説明
しています。

パソコンの電源を入れ、Windowsを起動する。

User Supportware 2 CD-ROMをCD-ROMドライブにセットする。
メニュー画面が表示されます。

 [ 基本操作ガイドを表示する ]をクリックする。
「基本操作ガイド」が表示されます。
このあとは、Acrobat Reader または Adobe Reader の操作方法に従って閲覧してくださ
い。

6-1.「基本操作ガイド」（PDF）を表示する

重要

• User Supportware 2 CD-ROMにAcrobat ReaderおよびAdobe Readerは収録
していません。お使いのパソコンでPDFが開けない場合は、アドビシステムズ（株）
のホームページから Adobe Reader をダウンロードしてパソコンにインストールし
てください。

1

2

3
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メニュー画面が表示されないときは、次の手順を行ってください。

1. Windowsの [ スタート ]をクリックする。
2. [ ファイル名を指定して実行（R）] をクリックする。

3. [ 名前（O）] にCD-ROMドライブ名 *1（例：「Q:￥」）と [SETUP.EXE] を続け
て入力する。（例：Q:￥SETUP.EXE）.
*1 CD-ROMドライブ名は、お使いのパソコンによって異なります。

4. [OK] をクリックする。
メニュー画面が表示されます。

参考
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各ソフトウェアの詳しい操作方法は、ヘルプをご覧ください。

■ ヘルプの表示方法（Ulead Photo Explorer 8.0 以外の場合）
次の順にクリックして選択します。

各ソフトウェアを起動し、そのソフトウェアの［ヘルプ］メニューまたは
［ヘルプ］アイコンをクリックして、ヘルプを表示することもできます。

6-2. ヘルプの使いかた

注意

• ここでは、Windows XP での操作を例に説明します。
• ヘルプを表示する前に、User Supportware 2 CD-ROMからパソコンへ各ソフト
ウェアをインストールしてください。User Supportware 2 CD-ROMから直接ソ
フトウェアを起動したり、ヘルプを見ることはできません。

スタート

すべてのプログラム（P）

NEC Projector User Supportware 2

Desktop Control Utility 1.0

Image Express Utility 2.0

PC Control Utility 3.0

Viewer PPT Converter 3.0

Desktop Control Utility 1.0 Help

Image Express Utility 2.0 Help

PC Control Utility 3.0 Help

Viewer PPT Converter 3.0 Help

参考
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■ ヘルプの表示方法（Ulead Photo Explorer 8.0 の場合）
Ulead Photo Explorer 8.0 のヘルプは、ソフトウェアを起動し、［ヘルプ］メニュー
から選択して表示します。

■ ヘルプ画面の構成

［スタート］→［すべてのプログラム (P)］→［Ulead Photo Explorer 8.0 SE
Basic］→［Ulead Photo Explorer 8.0 SE Basic］の順にクリックする。
Ulead Photo Explorer 8.0 が起動します。

Ulead Photo Explorer 8.0 画面の［ヘルプ (H)］メニュー→［Ulead Photo
Explorer のヘルプ (H)］および［NEC Projector User Supportware 2 ヘルプ
(P)］をクリックする。

1

2

[ 目次 ] タブ
ヘルプの目次です。画面左側のトピックをク
リックすると、右側にトピックの説明を表示
します。

[ キーワード ]タブ
ヘルプ内のキーワード一覧を表示します。
キーワードを選択すると、キーワードに対応
した説明を表示します。

[ 検索 ] タブ
入力した言葉でヘルプ内容検索します。

説明表示領域
左側のウィンドウで選択した項目
の説明を表示します。

[ 非表示 ]ボタン
左側のウィンドウの表示／非表示を切り替え
ます。

[ 戻る ]ボタン
1つ前に表示したトピックを表示します。

[ 進む ]ボタン
[戻る]ボタンでトピックをさかのぼって表示
した場合、直前に表示されていたトピックを
表示します。

[ 印刷 ]ボタン
ヘルプを印刷します。

nw_guide_j_0808.book  35 ページ  ２００７年３月１４日　水曜日　午後２時４３分



36

memo

nw_guide_j_0808.book  36 ページ  ２００７年３月１４日　水曜日　午後２時４３分



• IBM、PC/ATは、米国 International Business Machines Corporation の
登録商標です。

• Microsoft、Windows、PowerPoint、MS、MS-DOS、DirectX は、米国
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商
標です。

• Ulead Systems、Photo Explorer は、Ulead Systems社の登録商標または
商標です。

• Adobe、Adobe Acrobat Reader、Adobe Reader は、Adobe Systems
Incorporated（アドビシステムズ社）の米国およびその他の国における登録
商標または商標です。

• その他本書に記載されているメーカー名および商品名は、各社の登録商標または
商標です。
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NEC Projector
User Supportware 2
■ Image Express Utility 2.0
■ Desktop Control Utility 1.0
■ Ulead Photo Explorer 8.0 SE Basic
■ Viewer PPT Converter 3.0
■ PC Control Utility 3.0

nw_guide_j_0808.book  38 ページ  ２００７年３月１４日　水曜日　午後２時４３分



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




